
【様式】 

令和６年度 学校マネジメントシート 

 

学校名（ 四日市中央工業高等学校 ） 

 

１ 目指す姿 

(1)目指す学校の姿 

◯校訓「誠実 努力 親切」及び「四中工はあなたの能力を伸ばします！」の指導方針

のもと、学習者の視点に立って、安全で安心な教育環境を全教職員が一丸となっ

て構築し、生徒・保護者・地域の方々に信頼される工業高校を目指します。 

(2) 

育みたい資質・

能力（育みたい

生徒の姿） 

【グラデュエーシ

ョン・ポリシー】 

◯基礎学力と基本的生活習慣が確立し、主体性と他者との協調性を兼ね備え、将

来、各分野のスペシャリストとして地域の産業の発展に貢献することができる。 

ありたい 

教職員の姿 

〇社会が求める人材を育てるため、教員自らが、たゆみなく授業力の向上に努力で

きる。 

〇共同による取組により組織力を高めることができる。 

〇幅広い社会性と人間性を磨くとともに、ワークライフバランスの充実に努める。 

 

２ 現状認識 

(1)学校の価値を提

供する相手とそこ

からの要求・期待 

＜生徒＞ 

  分かりやすく丁寧な指導を望み、社会で役立つ知識や技術を身につけたい。 

＜保護者＞ 

  生徒が希望する進路実現が果たせるよう、しっかりと指導してほしい。 

＜企業・大学＞ 

  基本的な生活習慣を身につけ、基礎学力やコミュニケーション力を持ち、社会人

として組織の中で、明るく元気に能力を発揮出来る力を身につけてきてほしい。 

(2)連携する相手と

連携するうえでの

要望・期待 

連携する相手からの要望・期待 連携する相手への要望・期待 

＜家庭＞ 

安全で安心な教育環境のもと、生徒

の能力を伸ばして欲しい。 

＜企業・大学＞ 

 原理原則・基礎基本を身につけ、挨拶

や礼儀などの基本的な生活習慣を確

立された、明るく元気で組織の中で

能力を発揮できる人材が欲しい。 

＜地域社会＞ 

生徒の地域社会における規律遵守と

地域行事への参加等協力が欲しい。 

＜家庭＞ 

 学校の教育方針への理解と協力、及び

躾等での家庭の立場で学校を応援して

ほしい。 

＜企業・大学＞ 

 継続的な受け入れをして欲しい。技術

指導等、外部教育の面で協力して欲し

い。 

＜地域社会＞ 

 地域が学校と手を携え、一緒に子ど

もたちを育てて欲しい。 



(3)前年度の学校関

係者評価など 

〇学習端末の整備に併せ、これを十分に活用するために、校内研修を充実させる。 

〇今年度の取組を継続、さらに発展させ、引き続き、人権感覚豊かな学校環境づくり

に努める。 

〇諸機関と連携した交通安全指導の取組を進めると共に、実習中の事故への備え、

未然防止の取組を進める。 

〇教職員のコンプライアンス意識の向上と不祥事の根絶に努める。 

〇教職員の働き方改革に向け、一部負担の大きい部への顧問の適正配置、や業務の

効率化、会議の効率化と時間短縮等に取り組む。 

〇生徒募集が厳しい状況となっている中、まずは中学生や保護者に、四中工の魅力

を伝える工夫をする。さらに、中学校や塾の関係者などにも向け、様々な方法で

広く情報を発信していく。 

(4)現状

と 

課題 

教育活動 

従来から大切にしてきた基礎基本の習得に、引き続きより一層の力をいれると

ともに、新学習指導要領に基づくカリキュラムをもとに、ICT の活用による生徒

が主体的に取り組む授業の開発と、適正な観点別評価、また、主体的な進路選択

のためのキャリア教育の充実、コミュニケーション力の養成が必要となっている。 

学校運営等 

部活動が活発な学校として中学校や地域、企業からの評価は高い。工業高校生と

して専門分野に精通し、変化の激しい社会に対応できる力を身につけるととも

に、部活動を通して磨かれる強い精神力と身体を兼ねそなえた職業人を育成す

るため、組織力向上の取組を充実させる必要がある。 

また、教職員のコンプライアンス意識の一層の向上と、業務の効率化による教職

員の総勤務時間の縮減に、引き続き取り組んでいく必要がある。 

 

３ 中長期的な重点目標 

教育活動 

 

【カリキュラム・ポリシー】 

〇「四中工はあなたの能力を伸ばします！」の指導方針のもと、生徒の主体的・対話

的な学びを重視し、基礎学力の向上に取り組む。 

〇工業に関する機械、電気、化学工学、都市工学、設備システムの基礎的な知識と技

能を身につけるとともに、高度な資格取得にも対応できる取組を行う。 

〇３年間を通した系統的なキャリア教育を行い、職業観や勤労観を身につけるとと

もに、組織の中での対応力やコミュニケーション能力の向上に取り組む。 

〇部活動やホームルーム活動等の特別活動を充実させることにより、生徒の自己

肯定感を高め、自主自律の精神を養う。 

学校運営等 

〇授業公開、小グループによる研究授業等を行い、生徒に提供する授業内容の改善

と、すべての教員の授業力向上を図る。 

〇すべての教職員が課題を共有し、協働して学校の活性化に努めるとともに、積極

的な広報活動により、四中工の教育活動の内容、工業高校としての魅力を地域や

中学生に発信する。 

〇全教職員が組織の目的を共有する対話の場をつくり、教育活動全般の刷新と業

務内容のスリム化や課外活動における指導方法の工夫等により、働き方の改善

を図る。 

 

４ 求める生徒像 

入学時に期待される

生徒の姿 

 

【アドミッション・ポリ

シー】 

〇工業高校への志望動機が明確で、将来の進路に対する目標や目的意識を持って

いる人 

〇工業学科の学習に興味・関心があり、資格取得に意欲的に取り組める人 

〇部活動やホームルーム活動等に積極的に取り組める人 

 

５ 本年度の行動計画と評価 



（１）教育活動 

教育活動に関する項目は、児童生徒を対象としたものとするのが望ましい。 

（例）「教育課程・学習指導」「キャリア教育（進路指導）」「生徒指導」「保健管理」など 

  また、評価項目・指標等を検討する際の視点は、学校の実態に応じて設定する。 
【活動指標について】取組・活動の具体的な活動量や活動実績を指標にします。 

【成果指標について】取組・活動による具体的な効果や成果等を指標にします。 

【備考欄について】 「※」 ： 定期的に進捗を管理する取組   「◎」 ： 最重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

学習指導

の充実 

・新学習指導要領を踏まえて、生徒の主体的・対話的な

学習活動を展開する。朝学習と学びの基礎診断の有

効活用により、生徒一人ひとりの基礎学力の定着と向

上を図る。 

【活動指標】 

・朝学習を年間計画に組み入れて実施 学びの基礎診

断テストを活用し学習の成果を検証 

・ＩＣＴを活用した授業及びグループ活動やプレゼン活

動等の生徒の主体的な学びを取り入れた授業を展開 

【成果指標】 

・朝学習を通し、１年間で学びの基礎診断の評価が上が

った生徒 ３０％以上 

・ＩＣＴを活用し、グループ活動や生徒によるプレゼン活

動を実施している教員 １００％ 

朝学習は予定通り１５回実

施できた。国数英型の成

績で検証すると前年度よ

りも各学年とも若干到達

度ラインは上回っている

が、５０％を割っている。

入学生の基礎学力から判

断すると相当な努力の跡

がうかがえる。 

◎ 

キャリア教

育の充実 

・ポートフォリオを活用しながら、低学年から系統的に

キャリア教育に取り組み、職業観や勤労観を身につけ

るとともに、組織の中での対応力やコミュニケーショ

ン能力の向上を図る。 

【活動指標】 

・すべての生徒が進路に向けての学習・活動内容をポ

ートフォリオとして整理 

・２学年全生徒がインターンシップに参加 

【成果指標】 

・生徒の進路決定率 １００％ 

ポートフォリオの活用、 

２学年のインターンシップ

については、予定どおり

実施した。 

進路決定率は１００％を達

成。 

◎ 

人権教育

と生徒指

導の充実 

・人権感覚豊かな学校環境づくりと仲間づくりを進め、

命を大切にする心を育む。 

・ＳＮＳでの誹謗中傷、いじめを無くす取組を進める。 

・交通事故防止に向けた取組を、年間入学してくる生徒

の学力が通して実施する。 

【活動指標】 

・ＳＮＳに係る講話、命の大切さを伝える授業を実施 

・人権講演会、LHR の他、学校行事や通常の授業も活用

した教育活動全体での人権教育の展開 

・日常の指導に加え、交通指導強化週間の取組を関係機

関と連携して実施 

【成果指標】 

・アンケートで「安心して学習できる」と答えた生徒の割

合 ９０％以上 

・「いじめによる重大事態」発生 なし 

・通学時、本校生徒の加害による交通事故発生 なし 

四日市南警察署と連携し

SNSに関する講話を全校

生徒向けに行った。また、

交通安全指導も年間通し

て行い、昨年度２１件であ

ったが今年度は36件と

増えた。ますますの交通指

導とヘルメット着用の推奨

を呼び掛けるなどを徹底

したい。 

◎ 

改善課題 



・入学してくる生徒の学力が多様化している中、今後さらにきめ細かい指導を心掛ける必要がある。 

・ICTの活用については、教職員間で好事例を共有し、実施率の向上を図る。 

・希望進路の実現に関しては、充実した成果を残しており、この実績を志望生徒の増加に繋げる方策を検討

する。 

・交通事故の防止については、地域・警察機関等との連携のもと、交通法規の遵守を更に生徒に訴えるよう

努める。 

（２）学校運営等 

学校運営等に関する項目は、教職員や施設等を対象としたものとするのが望ましい。 

（例）「組織運営」「研修（資質向上の取組）」「情報提供」「保護者・地域住民等との連携」など 

また、評価項目・指標等を検討する際の視点は、学校の実態に応じて設定する。  
【活動指標について】取組・活動の具体的な活動量や活動実績を指標にします。 

【成果指標について】取組・活動による具体的な効果や成果等を指標にします。 

【備考欄について】 「※」 ： 定期的に進捗を管理する取組   「◎」 ： 最重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

働きやすい

職場環境づ

くり 

・県立高等学校活性化計画を踏まえ、教職員の協働と課

外活動における指導の工夫等により、働き方改革を

進める。 

【活動指標】 

・週 1日の定時退校日を設定し、定時に退校できた教職

員の割合 ９０％以上 

・週 1 日以上の部活動休養日を設定し、予定どおり実施

できた部活動の割合 ９５％以上 

・放課後に開催して６０分以内に終了した会議の割合 

９０％以上 

【成果指標】 

・時間外在校時間が年３６０時間を超える教職員数 

 ０人 

・時間外在校時間が月４５時間を超える教職員数 ０人 

・一人当たりの月平均時間外在校時間 １５時間以下 

・一人当たりの年間休暇取得日数   ２０日以上 

・活動指標については達成

できた 

 

・成果指標に掲げた目標は

未達成であった。過重労働

時間の削減については部

活動の指導者について多

くの課題が残っている状

況である。 

 

信頼される

学校づくり 

・「学校信頼向上委員会」において本校の課題を洗い出

し、「信頼される学校であるための行動計画」にもと

づいて、オール四中工でコンプライアンス意識を高

め、人権感覚あふれる学校づくりに取り組む。 

・教職員間のコミュニケーションを密にし、個人で抱え

込まず組織として業務を行う体制づくりを進める。 

【活動指標】 

・学校信頼向上委員会 年４回開催 

・コンプライアンスにかかる研修 年３回実施 

【成果指標】 

・本校教職員によるコンプライアンス違反 なし 

・学校信頼向上委員会は、

コンプライアンスミーティ

ングの実施にあわせ各学

期1回の開催とした。 

 

・学校信頼にかかわる大き

な、問題は発生しなかっ

た。 

 

地域社会に

貢献できる

学校づくり 

・工業高校としてのものづくり教育を充実させ、その成

果や教育活動の内容を地域へ積極的に発信し、学校に

対する理解を深め、地域との結びつきを充実させる。 

・学校ホームページの充実、公式インスタグラムの開設

など、デジタルによる広報活動にも努める。 

【活動指標】 

・本校職員による中学校等での出前授業 ３回以上 

・市内全中学校へ本校職員による訪問を実施 

・活動指標については達成

し、志願者数の確保に成功

した一つの要因と考えら

れる。 

 

・成果指標については未達

成であった。インスタグラ

ムの魅力の向上を進めた

 



【成果指標】 

・公式インスタグラムのフォロワー数 2０00人以上 

い。 

改善課題 

・コンプライアンス上の問題は発生しなかったが、今後も定期的な研修の実施を図り、教職員全体の意識の

向上を進める必要がある。 

・働き方改革については、部活動を学校教育活動においてどう位置付けるかとの問題と密接不可分な部分

があり、本校の独自の努力で改善できることには限界がある。産業医等と連携し、健康被害を生じさせない

よう努める。 

・中学校教員対象の学校説明会を新たに開催する等、地域への情報発信が実を結び、生徒募集において目標

を達成することができた。インスタグラムの活用に関しては、更新頻度を高めることで更なる魅力の発信に

繋げたい。 

 

６ 学校関係者評価 

明らかになった 

改善課題と次への

取組方向 

・希望進路の実現についての充実した成果を、地域や中学校にもっと伝えるよう、さら

に努力してほしい。 

・部活動に加え、授業等の工業高校の魅力をもっと発信してほしい。 

・一人一台パソコンに活用については、授業での利用以外での使用も含めてさらに進

めてほしい。 

・通学における交通安全指導を、地域や警察と連携しながら推進し、生徒の生命の安全

の確保に努めてほしい。 

 

７ 次年度に向けた改善策 

教育活動について

の改善策 

・ＩＣＴの活用について、教科の学習において十分な活用がなされるよう、校内研修を推

進し、教職員のスキルの向上に努める。また、学習面以外での利用も促進し、生徒が情

報機器を利用する場面を増すように努める。 

・ＳＮＳの利用等に端を発する様々な問題に取り組み、人権感覚豊かな学校環境づくり

と仲間づくりを進める。いじめ等の人権侵害に対しては早期からの組織的な対応を徹

底する。 

・交通安全や実習中の事故等、生徒の安全を守るよう、きめ細かい指導と教職員の研修

に努める。 

学校運営について

の改善策 

・教職員のコンプライアンス意識の向上に向けて、定期的な研修を進める。 

・働き方改革の推進に向けて、業務の見直しと効率化をさらに進める。部活動指導者の

過重労働の抜本的な解消に向けた取り組みを、県に強く働きかける。 

・志願者数の確保に向けて、中学校やその保護者への情報発信をさらに強化する。 

 


